
Atom200,400 Ver.3 RS485 出荷検査

　　　準備する物

１． MSM021A1A モーター

２． 通信ケーブル

３． エンコーダーケーブル

４． 検査治具

５． RT1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①△△③

６． RT2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②▽▽④
７． Fics-Atoms/SB BOX　　　　　　　　　　　　　　　ＲＴ２

－はじめに－

Fics-Atoms/SB BOXに RT1 と通信ケーブルをつなぐ

検査治具にLP/Atomをセットしエンコーダーケーブルと通信ケーブルをLP/Atomにつなぐ

モーターにエンコーダーケーブルとモーターケーブルをつなぐ

パソコンの電源を入れてDSS を立ち上げる

Ｆ１０（サンプリング）→シフト＋Ｆ９（表示）→H O M E  C L R

（パラメーターの設定）

１． RT2 の①②を同時に押しながら電源を入れる

２． Ｇ０８を②でＲＧ４にする

３． ③でＲＧＨにする

４． ②で０１３にする

５． ④で００４にする

　　一度電源を切りまた入れる

１． RT1 のＸ→←でモーターをジョグ動作させる

２． Ｆ６→Ｆ１　　　　　TURBO　　　　　　Ｘ＝＋０００１０００００     Ｗ＝０５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝１５０．００kpps　　　　０１

００ｍｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CURVE=1

(０：Ｌ　１：Ｓ)

　　　　とそれぞれ入力する

３． Ｆ３で画面表示を０にしておく

４． STARTボタンを押し５往復すればＯ．Ｋ．

５． STOPボタンを押し電源を切る

（パラメーターの初期化）



１． RT2 の③④を同時に押しながら電源を入れる

２． ①で８にし②でＧ０８になればＯ．Ｋ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上で検査終了


